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はじめに
　平成20年に改訂された小学校及び中学校の『学習指
導要領』では、学校における道徳教育は、教育活動全
体を通じで行なうべきもので、その要となるのが道徳
の時間であること、また特別活動が道徳的実践の場で
あることが強調されている（１）。つまり道徳的体験の場
としての特別活動の重要性が改めて認識されている。
　一方、生徒指導も、学校の教育活動全体を通じて行
なわれ、児童生徒の望ましい集団活動を基本とする特
別活動と密接な関連を持っている。つまり特別活動は、
生徒指導の主要な場である。生徒指導には、問題行動
に対処する指導も含まれているが、生徒指導は、児童
生徒の人格の健康を維持し増進することを図るための
機能である。道徳教育は、児童生徒の道徳的価値を形
成する働きに独自性を持つが、生徒指導と道徳教育は、
児童生徒の健全な生き方を形成する点において、同じ
目的を持っている。
　本稿では、まず生徒指導の概念を、生活指導との比
較を通して明らかにし、生徒指導の領域と内容につい
て見る。それから、生徒指導と教育課程の関連につい
て、生徒指導と各教科の関連、生徒指導と特別活動の
関連を論じ、最後に、生徒指導と道徳教育の関連性に
ついて、両者の独自性を踏まえながら、共通点をも考
慮して論じる。つまり両者は、教師が児童生徒を直接
的に形成する作用である訓育により、児童生徒の健全
な人格形成を目標とする。それゆえ本稿の目的は、生
徒指導と道徳教育における人格形成の作用という観点
から、両者の相互補完の機能について考察することに
ある。
Ⅰ．生徒指導の意義
１．生徒指導の概念
　生徒指導の概念は、ヘルバルト（J. F. Herbart, 1776-
1841）の教育学にまで遡ることができる。彼は、教育
の目的を、「興味の多面性」を前提とする「強固な道徳
的品性」の陶冶にあるとし、教師による教育作用とし
て管理（Regierung）、教授（Unterricht）、訓育（Zucht）
の三つを挙げた（２）。その後、ヘルバルト派のライン
（W. Rein, 1847-1929）は、管理と訓育を合わせ、そ
れに養護を加えて、新たに指導（Führung）とした。つ
まりラインにおいては、教育作用を、教授と指導にま
とめたということである。これがアメリカに渡り、ヘ
ルバルト学派のデ・ガモ（De Garmo C.）により、前
者はinstructionに、後者はguidanceに訳された（３）。
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　ガイダンスは、まず職業指導として始まり、それが
一つの運動として全米に広がり、その後、学習指導と
職業指導が中学校における二大機能になった。ガイダ
ンスは、その領域を社会性・人格・健康・余暇などに
関する指導へと拡張していき、個々の生徒の生活面に
亘り指導がゆき届くようになった。
　この他、生徒指導の理論の源流としては、マカレン
コ（A. S. Makarenko, 1888-1939）の集団主義の指導
論、デューイ（J. Dewey, 1859-1952）の生活主義の指
導論、ロジャーズ（C. R. Rogers, 1902-1987）の受容
主義の指導論などが挙げられる。
　ところで、生徒指導とほぼ同義の語として、「生活指
導」が使われる。わが国で、生活指導という言葉が用
いられるようになったのは、大正期に当たる1920年頃
からである。それは、天皇制臣民教育体制下における
修身教育を克服しようとした「生活訓練」や「生活綴
方」の教育運動の中で生まれた。「生活訓練」は、学校
を子どもたちの生活の場所と捉えた上で、自治活動や
学級文化を作り上げることを課題とした。また、「生活
綴方」は、子どもたちに自分の生活をありのままに文
章表現させることによって、子ども自身に生活の現実
を認識させ、生活を切り拓いてゆく生き方を育てよう
とした。第二次世界大戦後、アメリカからガイダンス
の理論と実践が導入され、生活指導に影響を与えた。
　1950年代に入って、生活綴方教育による生活指導
を、無着成恭らが復興した。1960年頃から、「集団づく
り」の生活指導実践が盛んになった。それは、学級や
全校規模の集団の自治的活動を民主的に発展させ、そ
れを通して、子どもたちを民主的な主権者に育てよう
とした。この他にも、生活指導は、日常生活における
「しつけ」を意味するという考え方もある。
　この生活指導という言葉は多義的である。それに対
して、1965年、文部省は『生徒指導の手引き』（改訂版、
1981年）を刊行し、以後生徒指導を公的用語としてい
る。『生徒指導の手引き（改訂版）』には、生徒指導の
意義について、次のように記されている（４）。
１　生徒指導は，個別的かつ発達的な教育を基礎とす
るものである。
２　生徒指導は，一人一人の生徒の人格の価値を尊重
し，個性の伸長を図りながら，同時に社会的な資
質や行動を高めようとするものである。
３　生徒指導は，生徒の現在の生活に即しながら，具
体的、実際的な活動として進められるべきである。
４　生徒指導は，すべての生徒を対象とするものであ
る。
５　生徒指導は，統合的な活動である。
　このように、生徒指導は、学校がその教育目標を達
成するための重要な機能の一つである。
　また、文部省の『生活体験や人間関係を豊かなもの
とする生徒指導』（生徒指導資料第20集、生徒指導研究
資料第14集、1988年）には、生徒指導の意義が次のよ
うに記されている（５）。「生徒指導とは，本来、一人一
人の生徒の個性の伸長を図りながら，同時に社会的な
資質や能力・態度を育成し，さらに将来において社会
的に自己実現ができるような資質・態度を形成してい
くための指導・援助であり，個々の生徒の自己指導能
力の育成を目指すものである。そして，それは学校が
その教育目標を達成するためには欠くことのできない
重要な機能の一つなのである。」
　このように文部省の生徒指導は、生徒の個性や人格
の健全な発達、社会性を身につけることなど、生徒の
自己実現と自己教育力を育成するための、指導・援助
であり、ガイダンス的生活指導の系譜を引き継ぐもの
と見ることができる。そこでは、教育相談の理論や実
践を取り入れながら、生徒の個人的適応への援助や社
会性の指導に重点が置かれる。
２．生徒指導の領域・内容と課題
　生徒指導の領域・内容として、生徒の直面する問題
を分類すると、次のような部面に分けることができ
る（６）。
①学業指導
　修学指導ともいわれる。児童生徒が意欲的に学習に
取り組み、自分の学業生活の改善と向上を図ることを
援助する。具体的には、学習意欲・態度、学習方法、
入学期・進級時のオリエンテーション、教科目・単位・
クラブの選択の仕方の指導などである。
②個人的適応指導
　児童生徒が直面している悩みや不安、その他適応の
妨げとなっているような問題を除去し、望ましい適応
ができるように援助すること、個人を直接の対象とし、
しかも適応そのものを問題として指導することである。
③社会性・公民性指導
　集団や社会の一員としての在り方であり、具体的に
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は友人の選択、他との協力、協調、正しい社会習慣や
礼儀作法などの指導である。
④道徳性指導
　人間尊重の精神に基づく、道徳性の育成である。
⑤進路指導
　児童生徒が、将来、進むべき人生の方向を設計し、
吟味し、その実現を図ることの指導・援助である。
⑥健康・安全指導
　児童生徒自身の健康・安全にかかわる基本的な生活
習慣、知識や技術の習得と活用などについての指導・
援助である。
⑦余暇指導
　生涯を通じての自己実現を果たすためにも、余暇活
動の大切さを知り、その効果的な活用を図ること、豊
かな趣味を身に付けることなどの指導である。
　このように、生徒指導の領域・内容は、特別活動と
密接に関連していることがわかる。とりわけ学級活動
は、生徒指導の重要な場であると考えられる。
　さて、生徒指導の課題については、『生徒指導の手引
き（改訂版）』に、次のように記されている（７）。
１　現代の学校教育や社会生活において，人間関係の
改善と望ましい人間関係の促進とが強く望まれて
いる。
２　生徒の学校生活への適応や自己実現に関する問題
が増大し，その解決についての援助や指導が必要
とされてきている。
３　望ましい習慣形成に，学校教育も積極的な努力を
することが求められている。
４　道徳教育の基盤を培うために生徒指導の充実強化
が必要とされる。
５　青少年の健全育成や保護育成の活動に関して，学
校も果たすべき役割をもっている。
　『生徒指導の手引き（改訂版）』では、生徒指導の原
理として、①自己指導の助成のための方法原理、②集
団指導の方法原理、③援助・指導の仕方に関する原理、
④組織・運営の原理の四つを挙げている（８）。
　生徒指導の究極的な目標の一つは、自己指導の発達
を図ることであるが、その助成のためには、自発性、
自律性及び自主性の促進が課題になる。生徒自身が自
主的に自己指導を進めていくことができるためには、
その追求しつつある目標を明確化することができなけ
ればならない。自己指導を助成するためには、目標と
の関連で、自己の現在のあるがままの姿を正確に把握
すること、すなわち自己理解も大切である。まず自己
をありのままに受け取るという自己受容の態度を育成
することが、自己理解を助成するための前提条件にな
る。生徒の自己受容の態度が成熟してくるに従い、自
己の経験について明確に意識化することのできる範囲
が段々と拡大されていく。集団指導の方法原理として
は、集団の相互作用の尊重、集団の力の利用、人間尊
重、友愛と自由の尊重、規律の維持が挙げられる。
　援助・指導の仕方に関する原理としては、問題解決
に関する援助、治療的な援助と開発的な援助、賞と罰、
援助・指導の基盤としての人間関係、主観的な資料と
客観的な資料の利用、技術以上のものとしての生徒指
導を挙げている。技術以上のものというのは、指導者
の全身全霊を挙げての創造的な活動によるものであ
り、人格全体を挙げて、相手にかかわり合いを持とう
とする心組みによって初めて達成できるものである。
組織・運営の原理として、全教師の参加と専門職分化
の必要性、個体―環境の全体制の改善の必要性を挙げ
ている。
　生徒指導の今日的課題としては、①発達課題を重視
した指導の推進、②個の確立をめざす指導の推進、③
望ましい人間関係の育成の推進、④生徒指導における
管理主義の克服などが挙げられる（９）。
Ⅱ．生徒指導と教育課程の関連
１．生徒指導と各教科の関連
　生徒指導と教育課程の関連について考察していく。
教育課程には、各教科、外国語活動（小学校のみ）、道
徳（小学校及び中学校）、特別活動、総合的な学習の時
間が含まれるが、本章では、各教科との関連、特別活
動との関連について考える。
　『生徒指導の手引き（改訂版）』には、教科の指導へ
の生徒指導の貢献について、次の三つの指導を挙げて
いる。①教科の学習を直接に助ける指導、②学級の生
活条件の改善に関する指導、③学習活動の条件整備の
指導である（10）。
（１）生徒指導の各教科に対する貢献
　生徒指導は、各教科の学習活動に対する直接的貢献
と学級内の生活条件の整備・改善による間接的貢献を
なす。生徒指導は、学業指導により、各教科の学習活
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動に対して直接的に貢献し得る。具体的な指導には、
次のようなものが挙げられる（11）。
①学習意欲の乏しい児童生徒に対する、学習意欲をも
たせるための助言・指導。
②学習態度の十分にできていない児童生徒に対する、
学習態度の形成のための指導。
③学業上のつまずきや学業不振の原因の解明とその指
導。
④教科・科目を適切に選択するための指導・助言（主
に高等学校で）。
⑤効果的な学習方法についての助言・指導（ノートの
とり方、復習や予習の仕方、家庭学習の計画の立て
方、効果的な覚え方、問題集・参考書・辞書・学習
資料などの選択や活用の仕方、文具の選び方や使い
方、学校図書館や資料室の利用の仕方などについて
の助言・指導）。
　間接的貢献としては、学級・ホームルーム内の児童
生徒たちの人間関係を調整・改善したり、望ましい人
間関係の育成を図るという学級づくりにかかわる学級
経営の働きがある。学級がうまく機能している場合に
は、学習活動も促進され、学習目標も達成しやすくな
る。このように教科に対する間接的貢献としての生徒
指導は、主に学級内における社会性指導として展開さ
れる（12）。
（２）教科の生徒指導に対する貢献
　まず各教科の目標や内容が生徒指導の前提を提供す
る（13）。たとえば、社会科における人間社会の仕組みや
社会生活についての知識・理解は、進路指導や社会性・
公民性指導の前提となり、理科、保健体育科、家庭科
における健康や安全に関する知識や態度は、健康・安
全指導の前提となり、音楽科、図画工作科、美術科に
おける美的なものに対する感性を豊かにし、豊かな情
操を養うことは、余暇指導の前提になる。
　また、各教科の指導過程に、生徒指導の機会が見出
される（14）。たとえば、学習態度が悪い児童生徒に注意
をしたり、学習につまずいている児童生徒を励ました
り、ノートの取り方を指導したりすることができる。
グループ学習、実験や作業を伴う学習などを通して、
児童生徒の個性や交友関係を知る機会にもなる。つま
り各教科の学習活動を通して児童生徒理解の機会が得
られる。
　このように、生徒指導と各教科の学習指導との間に
密接な関係があることがわかる。生徒指導は、特に児
童生徒の学習態度の形成に直接かかわる。
２．生徒指導と特別活動の関連
　特別活動の目標は、小学校、中学校、高等学校の学
習指導要領において若干表現は異なるものの、同様の
部分も多く、これらを分析すると、次のように五つに
分けることができる（15）。
①望ましい集団活動の育成。
②心身の調和的発達と個性の伸長。
③集団や社会の一員としての資質つまり社会性の育
成。
④よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実
践的態度の育成。
⑤人間としての在り方・生き方についての自覚の深化
と、自己を生かす能力の育成。
　このように、特別活動の目標は、望ましい集団活動
を通して、児童生徒が自己の生き方を形成することに
あり、生徒指導の機能を発揮する領域である。特別活
動の内容は、小学校においては、学級活動、児童会活
動、クラブ活動、学校行事の四つからなり、中学校に
おいては、学級活動、生徒会活動、学校行事の三つか
らなり、高等学校においては、ホームルーム活動、生
徒会活動、学校行事の三つからなる。
　小学校の学級活動の内容の共通事項は、（１）学級や
学校の生活づくり、（２）日常の生活や学習への適応及
び健康安全であり、中学校の学級活動の内容は、（１）
学級や学校の生活づくり、（２）適応と成長及び健康安
全、（３）学業と進路であり、高等学校のホームルーム
活動の内容は、（１）ホームルームや学校の生活づくり、
（２）適応と成長及び健康安全、（３）学業と進路であ
る。
　学校行事は、小学校においては、（１）儀式的行事、
（２）文化的行事、（３）健康安全・体育的行事、（４）
遠足・集団宿泊的行事、（５）勤労生産・奉仕的行事の
五つからなる。中学校及び高等学校においてはまった
く同じであり、（１）儀式的行事、（２）文化的行事、
（３）健康安全・体育的行事、（４）旅行・集団宿泊的
行事、（５）勤労生産・奉仕的行事の五つからなる。
　特別活動において生徒指導の機能を十分に生かすこ
とが、『中学校学習指導要領』に次のように記されてい
る。「第５章特別活動」の第３の１の（２）に、「生徒
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指導の機能を十分に生かすとともに，教育相談（進路
指導を含む。）についても，生徒の家庭との連絡を密に
し，適切に実施できるようにすること」（16）とある。「総
則」の第４の２の（３）には、「教師と生徒の信頼関係
及び生徒相互の好ましい人間関係を育てるとともに，
生徒理解を深め，生徒が自主的に判断，行動し積極的
に自己を生かしていくことができるよう，生徒指導の
充実を図ること」（17）とある。『中学校学習指導要領解説
特別活動編』によれば、「その機能が有効に働くために
は，共感的な人間関係を育成し，生徒に確かな存在感
を与えるとともに，自己決定の場や機会をより多く用
意し，生徒が自己実現の喜びを味わうことができるよ
う，指導上の配慮を行うことが大切である。」（18）した
がって、「特別活動は，その目標や内容，指導の形態や
方法において生徒指導と深くかかわるものがあり，上
に述べたような生徒指導の機能を指導計画の作成に十
分に生かすことにより指導の効果が上がるものといえ
る。」（19）「また，特別活動の指導は，主に集団場面にお
いて生徒の集団活動の指導・援助を通じて行われるこ
とから，生徒指導も集団場面における指導が基本とな
る。そして，特別活動の指導も生徒指導も，究極的に
は生徒一人一人の望ましい人格形成を図ることをねら
いとしているので，学級活動等で学んだ内容を，生徒
一人一人が身に付けるためには，集団場面に続いてあ
るいは並行しての個別場面における指導がぜひとも必
要である。」（20）
　このような個別指導の代表的な形態には教育相談が
あるが、教育相談は、一人一人の生徒の教育上の問題
について、本人またはその親などに、その望ましい在
り方を助言することである。すべての教師が生徒に接
するあらゆる機会を捉え、あらゆる教育活動の実践の
中に生かし、教育相談的な配慮をすることが大切であ
る。進路指導は、教育相談の中に含まれる。また、学
級活動において、ガイダンスの機能を充実すべきこと
が強調されている（21）。
　このように、特別活動は、生徒指導の機能が十分に
生かされる場である。特別活動における生徒指導は、
望ましい集団活動を育成しながら、教育相談の機会を
配慮することも必要である。
Ⅲ．生徒指導と道徳教育の関連性
１．教育活動全体を通じて行なう道徳教育
　道徳教育の目標については、『小学校学習指導要領』
の「第１章総則」の「第１教育課程の編成の一般方針」
に次のように記されている。「学校における道徳教育
は，道徳の時間を要
かなめ
として学校の教育活動全体を通じ
て行うものであり，道徳の時間はもとより，各教科、
外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動のそれ
ぞれの特質に応じて，児童の発達の段階を考慮して，
適切な指導を行わなければならない。」（22）同じく、『中
学校学習指導要領』には、次のように記されている。
「学校における道徳教育は，道徳の時間を要
かなめ
として学
校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳の時
間はもとより，各教科，総合的な学習の時間及び特別
活動のそれぞれの特質に応じて，生徒の発達の段階を
考慮して，適切な指導を行わなければならない。」（23）
　小学校及び中学校の『学習指導要領解説道徳編』で
は、『学習指導要領』の「第１章総則」における道徳教
育の目標を踏まえ、道徳教育の目標について、次の七
点にまとめて論述している（24）。
（１）人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培
う。
（２）豊かな心をはぐくむ。
（３）伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた
我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を
図る人間を育成する。
（４）公共の精神を尊び，民主的な社会及び国家の発
展に努める人間を育成する。
（５）他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環境の
保全に貢献する人間を育成する。
（６）未来を拓
ひら
く主体性のある日本人を育成する。
（７）その基盤としての道徳性を養う。
　道徳性の捉え方については、次のように規定されて
いる。「道徳性とは，人間としての本来的な在り方やよ
りよい生き方を目指してなされる道徳的行為を可能に
する人格的特性であり，人格の基盤をなすものである。
それはまた，人間らしいよさであり，道徳的諸価値が
一人一人の内面において統合されたものといえ
る。」（25）学校における道徳教育においては、各教育活動
の特質に応じて、特に道徳性を構成する諸様相である
道徳的心情、道徳的判断力、道徳的実践意欲と態度な
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どを養うことを求めている（26）。道徳的心情は、道徳的
価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、悪を
憎む感情のことである。道徳的判断力は、それぞれの
場面において善悪を判断する能力である。道徳的実践
意欲と態度は、道徳的心情や道徳的判断力によって価
値があるとされた行動をとろうとする傾向性を意味す
る。
　道徳教育は、学校の教育活動全体を通じて行なうも
のであり、児童生徒の道徳性の育成を目指す。道徳の
時間の目標は、学校の教育活動全体を通じて行なう道
徳教育を補充、深化、統合し、道徳的価値の自覚及び
自己の生き方についての考えを深め、道徳的実践力を
育成することにある。
　生徒指導は、生徒の個性の伸長、社会性の形成、自
己指導能力の育成を目指す重要な機能であり、児童生
徒の掛け替えのない人格形成のための指導・援助であ
る。生徒指導は、問題行動に対処する機能を持つ。生
徒指導の対象となる問題行動は、不登校・非行・暴力
行為・いじめ・引きこもりなどがある。子どもの問題
行動に対処する専門的機関もあり、学校と専門機関と
の連携が必要な場合もあるが、学校は生徒指導として
問題行動に対処する独自の方法論と技法を持ってい
る（27）。それは、学校教育相談という形で行なわれる。
学校教育相談も、生徒指導と同様に、開発的な側面、
予防的な側面、治療的な側面を持っている（28）。学校教
育相談は、学級担任による相談活動が不可欠であるが、
治療的相談が必要である場合は、専門家であるスクー
ルカウンセラー（教育相談員）と連携・協力して行な
う。
　このように、生徒指導は、教育相談を中心的課題と
して、教育心理学的な理論と技法に基づく指導と見ら
れる側面を持っている。つまり生徒指導は、問題行動
に対処する指導と見られる場合が少なくないというこ
とである。もちろん生徒指導は、独自の方法論と技法
によって問題行動に対処しようとするが、本来、すべ
ての児童生徒を対象とする、人格形成を目指す統合的
な活動である。この観点を明確にすることによって、
生徒指導と道徳教育の密接な関連性が見えてくる。
　『生徒指導の手引き（改訂版）』には、道徳教育の基
盤を培うために生徒指導の充実強化が必要とされると
いう観点から、次のように記されている。「道徳教育の
充実強化の必要性については，改めて述べるまでもな
いが，生徒の道徳性を発達させるためには，道徳の時
間を初め，各教科及び特別活動において適切な指導が
必要であるとともに，生徒が健全な生活を営み，健康
な人格をもつように導いていくことが大切である。生
徒指導も，それ自身において道徳性の発達を助けるこ
とになるが，同時に，広く道徳性の発達の基盤を培う
指導にもなるであろう。それは，前にも述べたような
生徒のいろいろな集団生活や社会生活の場において，
種々の人間関係や生活上の問題を通して具体的に進め
ていくものであり，これは生徒指導の重要な内容でも
ある。生徒指導を充実することは，道徳の時間などに
おける指導をその基底から充実強化することにもな
り，両者が相まって学校における道徳教育を推進する
ことになるのである。」（29）
　つまり生徒指導は、広く道徳性の発達の基盤を培う
指導として、児童生徒の健全な人格形成のための援助
である。生徒指導と道徳教育は、学校における教育活
動全体を通じて行なわれることに共通点があり、特に
生徒指導における社会性・公民性指導、道徳性指導は、
道徳教育と密接な関係にある。このように両者は、独
自の特性を持ちながらも、内容や機能において相互に
関連し、補完し合う関係を持っている（30）。
　ところで、学校教育の機能には、教授と訓育がある。
教授は、教師と生徒の間に、「文化内容」（陶冶財＝教
材）を用いて生徒を形成する作用であり、児童生徒の
知識、理解、技能の向上を図ることを目的としている。
これに対して訓育は、教師が生徒を直接的に形成する
作用であり、主として児童生徒の道徳的性格の育成を
目的としている。学校教育における領域と機能の関連
から見ると、教科課程が教授機能に対応する領域であ
り、教科外課程が訓育機能に対応する領域であるが、
教科課程において訓育的方法が用いられ、教科外課程
において教授的方法が用いられる場合もある。
　このように学校教育の機能の観点から見ると、道徳
教育は、本来、訓育機能で行なわれるが、生徒指導も、
生徒の個性の伸長、社会性の形成、自己指導能力の育
成を目指す機能であり、健全な人格形成の実現を目指
して行なわれる訓育機能と捉えることができる。道徳
教育は、児童生徒の道徳性を育成し、自己の生き方を
形成する目的を持つが、生徒指導も児童生徒の道徳性
に基礎づけられた生き方の形成のために、自己指導能
力の育成を目標としてかかわる。生徒指導は、道徳教
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育の基盤を培い、児童生徒が善悪を判断して、自立的
に歩んでいけるように指導する。つまり生徒指導は、
児童生徒の健全な発達のために支援する指導であり、
究極的な目標の点で、道徳教育の目標に一致するとい
うことができよう。このように考えることによって、
道徳の時間のない高等学校において、道徳教育は、教
育活動全体を通じて、主に生徒指導で行なわれると捉
えることができるのである。
２．生徒指導と道徳の時間との関連
　小学校及び中学校の『学習指導要領解説道徳編』に
おいて、道徳の時間の目標は、次の四点にまとめられ
ている（31）。
（１）計画的，発展的に指導する。
（２）学校の教育活動全体で行う道徳教育を補充，深
化，統合する。（中学校：学校の教育活動全体を
通じて行う道徳教育を補充，深化，統合する。）
（３）道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての
考えを深める。（中学校：道徳的価値及びそれに
基づいた人間としての生き方についての自覚を
深める。）
（４）道徳的実践力を育成する。
　道徳の時間は、各教科、外国語活動（小学校のみ）、
総合的な学習の時間及び特別活動など学校の教育活動
全体を通じて行われる道徳教育の要の時間としての役
割を担っている（32）。すなわち、各教育活動において行
われる道徳教育を、全体にわたって調和的に補充、深
化、統合する時間である。道徳的実践力とは、人間と
してよりよく生きていく力であり、一人一人の児童生
徒が道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考
えを深め、将来出会うであろう様々な場面、状況にお
いても、道徳的価値を実現するための適切な行為を主
体的に選択し、実践することができるような内面的資
質を意味している（33）。それは、主として、道徳的心情、
道徳的判断力、道徳的実践意欲と態度を包括するもの
である。
　道徳の授業においては、児童生徒の道徳性を内面的
な自覚にまで深めることを目指し、道徳の目標及び内
容に基づいて、意図的な指導計画の下に道徳教育を行
なわなければならない。つまり、道徳的価値観の形成
を意図的、計画的に行なうところに、道徳の授業の性
格が見られる。これに対して、生徒指導は、児童生徒
一人一人の具体的な日常生活の問題に対して、援助し、
指導する機能が強いので、いわゆる偶発的な問題の指
導になる場合が少なくない。このように、生徒指導と
道徳の授業とには、性格の違いも見られるが、両者の
相互補完の関係も指摘できる（34）。
　道徳の授業に対する生徒指導の貢献については、次
のことが考えられる（35）。
　第一に、日頃生徒指導を効果的に進めていけば、道
徳の授業に対する児童生徒の態度の形成や、道徳的判
断力や道徳的感情の育成・深化に役立つ。たとえば、
学級内のいじめ問題の指導などは、そのまま道徳的判
断力や道徳的感情の育成につながる。
　第二に、生徒指導で得られた問題事例や実践例を、
道徳の授業のための資料として活用できる。たとえば、
現に学級内で起こっている問題を取り上げることによ
り、児童生徒の注意や関心を喚起し、問題意識をより
しっかりと持たせることができる。
　第三に、学級内における児童生徒の人間関係の改善・
調整を日頃からきちんと図っておくことにより、道徳
の授業がやりやすくなり、また効果を上げ得る。
　生徒指導に対する道徳の授業の貢献については、次
のことが考えられる（36）。
　第一に、道徳の授業を充実させ効果を上げれば、生
徒指導もうまくいきやすい。道徳の時間で扱われる道
徳的価値が児童生徒の中にしっかりと形成されていれ
ば、的確な道徳的判断ができるようになり、道徳的感
情がきちんと芽えていけば、生徒指導がしやすくなる。
この点は、とりわけ、社会性・公民性指導、道徳性指
導、進路指導、健康・安全指導、余暇指導においてい
えることである。
　第二に、道徳の時間に児童・生徒理解をはじめ、生
徒指導の機会を見出すことができる。とりわけ授業中
の学習態度の形成を図りやすい。これは、学業指導や
社会性・公民性指導の一環となる。
　以上のように、生徒指導と道徳の授業との間に密接
な関係があることがわかる。生徒指導と道徳の授業の
関係は、生徒指導と各教科の関係と同様の要素を持っ
ているが、生徒指導も道徳の授業も人格形成を目標と
している点において、各教科との関係とは異なる要素
を持っている。
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むすび
　生徒指導と道徳教育は、それぞれ独自の領域と機能
を持っている。生徒指導は、児童生徒の個性の伸長を
図り、社会的な資質や態度を形成し、自己指導能力を
育成することを目指す。生徒指導は、児童生徒の問題
行動に対処する方法論や技法を持つが、すべての児童
生徒を対象とする統合的な活動である。道徳教育は、
児童生徒の道徳性の育成を目指し、道徳的心情、道徳
的判断力、道徳的実践意欲と態度などを養う。道徳の
時間は、学校の教育活動全体を通じて行なう道徳教育
を補充、深化、統合し、道徳的価値の自覚及び自己の
生き方についての考えを深めることを目標とし、道徳
的実践力を育成する。
　生徒指導と道徳教育は、両者とも訓育で行なわれ、
学校の教育活動全体を通じて行なわれることに共通点
がある。生徒指導は、道徳性の発達の基盤を培う指導
として、児童生徒の健全な人格形成のための援助であ
る。道徳教育も、児童生徒の道徳性を育成し、児童生
徒の健全な人格形成を目標とする。生徒指導と道徳教
育は、学校教育の各領域において、相互に関連し、補
完し合う。
　こうして、生徒指導と道徳教育は、独自の領域と機
能を持ちながらも、一体となって児童生徒の人格形成
を目指す。それゆえ、生徒指導と道徳教育の密接な関
連性を考慮してこそ、双方の機能を十分に生かすこと
ができるといえよう。
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